
会　議　録

	附属機関又は会議体の名称
	平成20年度　第2回　入善町地域新エネルギービジョン策定委員会

	事務局（担当課）
	入善町企画財務課

	開　催　日　時
	平成20年9月29日（月）　　13時30分　～　14時30分

	開　催　場　所
	　入善町まちなか交流施設　うるおい館　2階 多目的ホール

	出席者
	委　員
	作井正昭（富山大学大学院　教授）、吉島雄一（黒部川扇状地研究所）、細田勝二（みな穂農業協同組合　常務理事）、中山立（入善町商工会）、山本雅暢（入善町経営者協会　ｱｲｼﾝ新和株式会社経営管理部総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ）、川田保（上原地区区長）、松原章（青木地区区長）、藤井原（富山県地球温暖化防止推進員）、柏原敬子（入善町女性団体連絡会　副会長）、西村義人（入善町校長会）
吹上浩朗（北陸電力魚津支社電力部長）、村田芳朗（富山県商工労働部　商工企画課長）、松澤　孝浩（入善町議会　副議長）、林榮佐雄（入善町副町長）

	
	事務局
	笹島春人（参事　企画財政課長）、田中良一（企画財政課 企画調整係長）、上田茂雄（企画財政課 企画調整係）、市森章（企画財政課 企画調整係）、井田信也（企画財政課 企画調整係）

	
	庁内検討
委員会
	笹島春人（参事　企画財政課長（策定委員会事務局長兼務））、西田義嗣（参事　総務課長）、金沢好夫（住民環境課長）、福島忠（建設下水道課長）、寺崎登（農水商工課長）、小森裕（教育委員会事務局長）、田中良一（企画財政課 企画調整係長）、上田茂雄（企画財政課 企画調整係）

	
	調査機関
	財団法人日本気象協会　4名

	会　議　次　第
	会議次第
1． 開会
2． 委員長挨拶
3． 議事
（1） 基礎調査結果およびアンケート結果の概要について
（2） 入善町地域新エネルギービジョン骨子（案）について
（3） その他
4． 閉会


１．開会
事務局長 笹島春人（企画財政課 課長）より開会が宣言された。
２．委員長挨拶
委員長作井正昭より、本委員会開催にあたり挨拶があった。
３．議事
（１）基礎調査結果およびアンケート結果の概要について
	事務局(田中)
	【基礎調査結果およびアンケート結果の説明（資料1－2）】

	藤井委員

	自然環境特性で、年間の平均気温や平均風速の結果が示されているが、温暖化による影響はみられるのか。

	事務局
(調査機関)
	お示しした結果は平年値である。平年値は気象学上の統計の取り方で、ここでは30年間の平均値である。今回は、10年、5年といった短期間での検討は行っていない。

	事務局(田中)
	風についていえば、地点が限定されるが、昨年浄化センターに風力発電の大型風車を建設する前に、詳細な風況調査を行った。調査を行った期間では、ここ2～3年で若干弱くはなっていた。数値として地球温暖化の影響によるものといったものはないが、昔に比べて冬などに暖かくなったというのは肌で感じる程度である。

	委員長
	大きな気候のサイクルの中で、ここ数年での影響というものは捕らえにくい。温暖化を捕らえる統計としては、5年が最適か10年が最適かはわからない。

	吹上委員
	水力発電で、利用可能量の算定には何らかの仮定をおいたと思うが、算定の際の前提条件を示すべきではないか。

	事務局（田中）
	算定方法に関しては、すべてのエネルギーについて、ビジョンの本体か資料編として載せる予定である。

	松原委員
	太陽光発電、熱利用の利用可能量は、各世帯の屋上設置を想定していると考えてよいか。建物の屋上だけでなく、空き地などの余剰スペースも利用してはどうか。

	事務局（田中）
	この試算では、一般家庭や事務所、公共施設などの建物の屋上を想定している。余剰スペースについては、実際に利用できる場所の算定が難しい。

	松原委員
	用語の問題だが、マイクロ水力という言い方はどうか。中小水力ではないか。

	事務局（田中）
	ご指摘の通り、中小水力である。100kW以下の小型のものとマイクロ水力といい我々もそのような小型のものを想定していたのでマイクロ水力と呼称していた。

	吉島委員
	水力発電で試算した水車は全域でいくつか。想定した水車は何か。

	事務局（田中）
	全域では200基である。水路1つにつき5基を仮定した。距離でいえば、おおよそ100～150mに1基となる。仮定したのは、らせん水車である。

	委員長
	基礎調査に関しては、これからさらに検討し、詳しく見ていって欲しい。


（２）入善町地域新エネルギービジョン骨子（案）について
	事務局(田中)
	【入善町で実施されている新エネルギー事業や環境施策について説明（資料4）】

	
	


（３）今後のスケジュール（案）について

	事務局(田中)
	【本ビジョン策定のスケジュールについて説明（資料5）】

	委員長
	ビジョンのボリュームはどの程度を考えているのか。

	事務局（田中）
	他の自治体で策定されているビジョンを見ると、全体で200ページを超えるものが多い。内容は非常に詳しく書かれているが、一般の住民が読んで理解していただくには分量が多く詳しすぎると考えている。本町では、住民の方々にも一読して理解していただきたいと考えているので、資料編も併せて多くとも100ページ以内には抑えたい。わかりやすいものを作りたい。

	松原委員
	今回策定するビジョンは、ある目標までの期間を区切ったものか。恒久的なものか。

	事務局（田中）
	今回のビジョンでは、短期・中期・長期の大まかなスケジュールを検討する予定である。新エネルギーへの取り組みや教育には長い期間が必要であるので、それらは将来にわたる方針となる。短期的なものは事業化までと考えている。

	松原委員
	NEDO殿の事業だと、ある程度の期間で成果が求められるので、事業家などで結果を出すと終了してしまう。支援や助成といったものは、その後も長期的に行っていただく必要がある。

	事務局（田中）
	事業ひとつひとつについては、庁内検討委員会でこのビジョンでの基本方針や結果を受けて、個別プランとして詳細ビジョンを作成していく、という認識である。

	川田委員
	新エネルギーは風や太陽光など季節ものに依存することが多い。気象条件などの季節的な要因も含めて利用可能量などを試算してはどうか。

	事務局（田中）
	個別に事業化を進める場合は、詳細な調査を実施するという考えである。ここでは、町にどんなエネルギーがどれくらいあるかを調べた。

	委員長
	確かに冬は日照がほとんどなく太陽光発電などはあまり期待できない。しかし夏は平均の120％の発電をしたりする。年間をとおしてどのくらい発電ができるのか、という評価も必要である。

	藤井委員
	バイオマスでBDFなどは関心も高く、町内でも行っているが、プロジェクトに入っていないが。

	事務局（田中）
	今回お示しした骨子（案）には、重点プロジェクトとしては含まれていないが、これから検討する。町単独でできるか、コストなどの問題もある。ここで示したものはあくまで案なので、ご理解いただきたい。

	藤井委員
	コストについては、プラスマイナスゼロであれば行うのか。ややマイナス程度であれば、普及等の観点から行うのか。そのような判断の基準はあるか。

	事務局（田中）
	現在のところ決まっていない。国や県の補助制度などを使いながら実施することになるだろう。

	村田委員
	基礎調査・アンケート結果を見ると、20代の（温暖化、新エネへの）関心がやや低い。小中学生の頃から意識啓発を行い、町民の意識改革や人材育成の具体的なプランがほしい。行政で行うこと、事業者が行うことなどを整理して、実際に行う場合に参考とできるよう、実効性があり具体的なビジョンとしてほしい。

	松原委員
	岩手県葛巻町では「日本一の新エネルギーの町づくり」を掲げ行政が積極的に新エネルギー導入に取り組んでいる。一方で、補助金や助成制度などの政策だけを作って普及は民間任せの自治体もある。本町も大きな目標を掲げて、町としてより積極的に関わっていくといった明確なビジョンにしたらどうか。

	事務局（田中）
	葛巻町の場合は、広大な森林を抱え木質資源が豊富である。町として主たる新エネルギーがなければ難しく、すべての地域で同じように行えるわけではない。本町の場合は、水と風を生かしたものが必要である。

	松原委員
	本町ではやはり水力だとおもう。ただ、太陽光なども取り組みによってはかなり違ってくる。オランダのある町では人口2万人程度だが、全世帯への太陽光パネル設置を目標にほとんどの住宅に設置している。新築の住宅には新たに取り付けている。小さな町でも取り組みによっては高い普及率で効果が得られる。また、新エネは個別で行うのではなく、それぞれのエネルギーを関連させながら進めて欲しい。

	委員長
	次回の検討委員会では、ビジョンの素案が示されると聞いている。今回の議論を踏まえビジョンに反映していただきたい。


（４）その他

	事務局（田中）
	【先進地視察の実施について】

	
	視察日程（予定）：平成20年10月16日（木）～17日（金）

視察候補地：和歌山県御坊市「日高港新エネルギーパーク」

視察派遣対象者：庁内検討委員

	吉島委員
	【黒部川扇状地研究所　小水力・バイオマスエネルギー講演会の開催について】

	
	開催日程：平成20年11月15日（土）

開催場所：入善町まちなか交流施設　うるおい館

	事務局（田中）
	【次回委員会の予定について報告】

	
	委員会題目：第3回 入善町地域新エネルギービジョン策定委員会

　　開催日程（予定）：平成20年11月下旬
　　開催場所：入善町まちなか交流施設　うるおい館

　　その他：開催1ヶ月前に事務局より開催通知の連絡を行う。

	委員長
	閉会宣言


	主な検討事項等
	· 骨子（案）の項目にしたがって、ビジョン素案を作成する。
· 先進地視察の結果について報告する。

	資　料　等
	資料1　基礎調査結果の概要 
資料2　新エネルギーにかんするアンケート調査結果の概要
資料3　入善町地域新エネルギービジョン骨子（案）
その他　入善町地域新エネルギービジョン策定に係る先進地視察の実施について

	そ　　の　　他
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